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協会設立2周年に当つて

日本建築美術工芸協会会長

声 原 義 信

この協会は建築家や、美術、工芸にたす

さわる多くの専門家が、21世紀に向かつて

わが国の建築や都市空間をより豊かな文化

的環境にしようということで一堂に集つた

もので、文化庁より社団法人の認可をうけ

てから既に二周年を迎えた。その間、事務

局も建築会館に移転し、順調に目的に向か

つて邁進している。

ほぼ毎月、銀座ガス木―ルで行つている

トークは、講演者を囲み、一緒に飲みもの

をとりながら議論するという101aめ てユニー

クな企画である。また、京都、長野で行つ

たシンポジウムは、植本文イヒ庁長官の基調

講演や、会員やゲストスピーカーのパネル

・ディスカッションがあり、多くの参カロ者

をえて大変盛会であつた。本年は水戸市で

シンポジウムを行う企画がある。その他、

九州や沖縄の視察旅行も行つて、多数の会

員の参加をえている。また、講演会、展覧

会、年次総会を催したり、なかなか素晴し

い会報も発行している。

この度、第一回の金属によるストリート・

フアニチヤーのデザインコンテストが行わ

れ、全国から多くの若いデザイナーの応募

があつた。嘉門安雄副会長が審査委員長と

なり、選ばれた入選作は法人会員である菊

川工業で実際に製作され、建築会館の中庭

に展示された。これによつて、とかく見落

されがちなわが国の屋外ベンチ、バス停留

所、地下鉄入□、街灯等々のデザインに一

般市民の関心が集まることを期待している。

これから、いよいよ節目の時期に入ると

考えられるので、更に会員を増強し、それ

らの多くの人々の支持により、わが国の新

しい時代にふさわしい建築・美術・工芸の

ありかたを模索したいと思う。新年に当り

年頭のこ挨拶を申述べ、当協会の更に発展

することを祈るものである。

日本建築美術工芸協会理事

池 田 武 邦

近年の著しい科学技術の進歩による技術

革新がもたらした社会環境は人類が未だか

つて経験しなかつたものです。人々は居な

からにして世界中の出来事を視、知ること

ができます。スイッチーつで夏を涼しく冬

暖かく過こすことも可能です。

科学技術の進歩が人々に物質的、経済的

富と同時に大変便利な環境をつくることに

貢献してきたことはまぎれもない事実です。

しかし一方で地球規模での自然環境の破

壊、都市生活における精神的ストレスの増

大等々人々の精神に関わる環境は物質面と

は裏腹に多くの問題を惹き起こしつつあり

ます。

本来建築は住居や街並みの形成をはじめ、

人間の生活環境を形づくる大きな要素です。

意識するとしないとに拘わらず人々の人格

形成に大きな影響を及ぼすものです。その

意味で建築は極めて文化的所産であるべき

性格のものなのです。

文化はその地域の気候風土、風俗習慣、

歴史伝統といつたものによってはぐくまれ

育つもので、極めて地域個有の性格をもっ

ています。普遍的性格をもつた科学技 IIと

は著しく異なり、文化圏の違う地域には決

して簡単に移転することはできません。こ

の文化が人の心を豊かにする母体となるも

のです。

ところが近代文明社会は科学技術の急激

な発達によって、地域個有の文化的環境を

その源となる自然環境同様に著しくないが

しろにし、時に抹殺してしまいました。

科学技術に多くを依存している近代建築

における重大な課題は人々の人格形成の母

体となるこの文化的側面をどのようにして

復権じ創り出すかということにあるといえ

ます。

まさに文化的所産である美術工芸の建築

空間に果す役害Jはその意味でle17め て重要で

あります。日本建築美術工芸協会の社会的

役害」も、とめどなく発達する文明社会が陥

る文化的危機に対応し、建築や都市空間を

より精神的に豊かな文イヒ的環境にしようと

いうことに他なりません。設立されて満2

年、着実な第一歩を踏み出したところです。

堅実な発展を心から期待して止みません。

日本建築美術工芸協会理事

大 同  元

かつてない大量のそして深亥Jな情報を私

達は手にしています。現代という特徴がこ

こにあるといえます。恵まれた先進工業社

会と多数の飢餓貧困、豊かさを支える効率

主義と人々の疲労感あるいは不信、高度技

術の無限の可能性と恐るべき自然の破壊、

民主主義へのあこがれと民主制の形式化、

国家概念の変化と古い国家利益への固執、

これらの大きな予盾の共存をどのように見

るべきなのでしようか。人類は進歩しなが

ら退歩しているのでしようか。

いま「ボーダーレスJ、 「フアジイ」という

言葉がよく使われています。国境の壁かと

り払われるだけではなく、仕事と遊びと暮

し、これが分かちがたくあいまいに一本イヒ

をはじめています。

文化も同じ様に時と場所と形によって変

化し新しい形式を生み出し時間をへて次な

る文化えとつなIJNつて行く、人は更なる豊

かさを求めてより高い何物かを求め続けて

います。文化とはもともと定義づけられ
7J

いあいまいなものなのでしようか。

にもかかわらず地球社会が尊重すべきも

のは何か、その共通の認識はひろがり平和

な人間家族をもとめて誠実な努力・ l全世界

で重ねられています。私達がこの動かしえ

ない事実と本来の豊かな人間性とによつて

状況の本質を正しく読み、未来にむけて1/m

実の矛盾をのりこえようとする努力をもち

つづけるとき、新しい視野はひらかれ受け

つぐべき文化と受け渡すべき文化への自信

を私たちは手にしうるはずであります。

1991年 は三つのCで。「カルチャーJ「コミ

ュニティJ「クリエイティビィティJ。 物質

文明の時をへて新しい価値観が問われてい

る日本社会の中で、私たちは物も貴族、心

も貴族の時をむかえようとしています。

文化、社会、創造性、三つが重なり合い共

鳴し新しい未来を倉J造 して行く、ここでA
ACAの皆さんと更めて共通の認識をもち
前進できればと私なりに考えています。

原稿メ切の都合で正月休みに筆をとり少

しむづかしく大きな話になりました。新春

放談と御許しを願います。最後に、二周年

記念本当におめでとうこざいます。

会員の皆様の御健康と御発展を祈りつつ。
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設立2周年記念会及びデ町 ンコン双 卜表彰式

フリヂストン美術館館長

嘉 門 安 雄

審査を終えて

何ことによらず最初の試みというものは、

計画する方も、それに応する方も、戸まど

いばかり多いことは当然である。

このストリートアート・デザィンコンテ

ストも、必要を痛感しての計画ではあるが、

どの程度共鳴してもらえるかが最初の気が

かりであつた。

しかし、幸い予想以上の応募者があり、

しかも予想どおり……と言うより、希望ど

おり若い人たちの応募者が圧lrl的 に多かっ

た。年齢別にみると、48歳を最高年齢に16

歳まで。中でも、lフん18歳の高校生が loo

名以上を数える。如何に若い人たちが街の

雰囲気に、生活のリズムに夢を抱いている

かが解って嬉しかった。特に静岡県から高

校生がいわば集団として多数応募してくれ

たことと、流石にデザイン関係の仕事に従

事している若い人の多かったことに、今後

の展望に一つの示唆と勇気を与えてくれた。

さて、279点 に及ぶ応募図面の審査につい

ての報告だ―J、 ます第一に言えることは、

全般的に発想が明るく健康的であったこと

である。しかも、身近な、そして日常的な

ことへの関心が高く、モチーフも、ベンチ

が圧倒的に多く、他に、街灯、ダストボッ

クス、ポスト、そしてバス停などが多かっ

た。

しかし、アィデァは面白い、と言うか、

頷かせるものがありながら、残念ながら、

図面を作り、作品として仕上げる技術的、

構成的な面に、粗雑さ、不安感を抱かせる

ものも少なくなかった。高校生の作品が量

的に多いのに、入賞者が、遊び心が爽やか

に発想されている赤股圭子君の佳作のみに

終わつたのは、その何よりのあらわれであ

る。

入賞者のうち、最優秀賞のカロ藤圭介君は、

如何にも楽しい。実際に図面どおり作つて

置くとなると、バランス面で一工夫必要だ

ろうか、構成は抜群である。一方、優秀賞

の二人は、上田啓行君の緻密と清潔、金田

透君の爽やかさ。準優秀賞の中では、私は

特に、田原尚道君の着眼の良さに惹かれた。

以上、偶然にも2o歳台前半の人であるが、

30歳台では、 2点応募で2点 とも入賞の清
水泰博君は、やや叙情に流れたことが惜し

まれる。

インタストリアルデザイナー

栄久庵 憲司

美しい路上のエリアを
つくるために

上野の社と言えば西郷さん、西郷さんと

言えば上野の社。西郷隆盛がどんなえらい

人だったかは少年にとって知る由もないが、

あの大柄な銅像の前にたたずむと何故か心

がなこやかになって、母のつくってくれた

ニギリ飯を西郷さんの雰囲気に包まれてぱ

くついたものである。歴史的なメモリーが

なくてもよい、ぁたたかさを醸成するもの

があれば人というものはどんな貧乏暮らし

をしていてもホッとするものである。人は

やかましくて賑ゃかだが一人ぼっちになる

のも早い。誰かに話しかけたい、誰かから

話しかけられたい。そんな時、公園の一隅

からじっと見つめている可愛いベンチの出

番なのである。

今、東京の町の路上や公園、そして袋小

路から一切のベンチや街灯やお地蔵さまが

消えたらどうだろう。それはそれは寂しい

ものになってしまう。今回は、誰もがいけ

るパブリック・スペースで心をなこませ、

そして心をたかめるデザインオブジェコン

ペだった。

ますは第 1回とは言え沢山の応募があっ

たことは意を心強くした。ゎかってぃるな

ということでぁる。コンペは運動の一表現

だから主催者にとっては「ゎかってぃるJ

ということは最大の悦びである。勿論コン

ペだから一等二等をつけなくてはならない

が、応募参加者全員にこそ賞賛の辞をおく

りたい。

最優秀賞には未来への夢があった。かた

ちがあれば必ずモノになる、そんな図太さ

がよい。優秀賞 2点 は、実際につくって見

たい気持ちを起こさせる優しくなこやかな

作品だった。準優秀賞も佳作も努力のあと

が見られる。先にも言つたが運動は継続を

必要とする。

継続は力なり、是非二回目も応募して欲

しい。今度は主催者のこたえる番だ。

日本の都市は決してほめられたものでは

ない。せめて美しい路上のエリアをつくっ

て行き交う人の心を救って欲しい。

-2-



実J持デザイン研究所所長

松 本 哲 夫

審査を終わつて

現代の都市環境は、非人間とも言える人

工物のジヤングルとなりつつある。自然破

壊のツケを今払わねばならない瀬戸際に立

たされているのが、現在の我々なのである。

しかし、その様な状況を認識した上で、

今からでも我々の生活環境に変革をlldこさ

せる事が必要であろう。

この様な視点から、今回のデザインコン

テストに参加された作品を見ることとした。

全作品の印象は、表現の巧拙はあるもの

のその考え方の底にある共通点は、人間に

対する愛とでも言う様なものを感じた。聴

きなれないストリートアートという言葉の

もつ意味をうまく把えた作品が入賞したこ

とになるが、応募者各位の努力に敬意を表

したい。

いつも審査をするlBlに立つと、逆に審査

員が応募者に審査されている様に思えてな

らない。今回も全く同じ状況に立たされた。

最優秀賞となつた POND― SKA丁巨R
は、メカニズムにやや不安が残るが、その

大げさとも思えるサポート機構の動きが、

単なる坐具以上のもの、都市環境のアメニ

ティーを感じさせてくれる。

優秀賞の2点は、ストリートアートファ

ニチュアに、時間と音を持ちこんだもので、

その各々のもつ機能は、人々に楽しさを与

えてくれるだろう。

準優秀賞では、造形力と実現性の高い作

品が見られた。「街路樹Jは、手堅い方法で

まとめられ、「都市と川Jの橋の欄千も同様

で、共に実現したら良いと思われるもので

あつた。「丁RAIAINIGヒ巨・COMPOSI丁
10N」 は、その単純な構成方法が評価でき

るし、「街路灯Jは、室内から街路へ進出し

た照明器具とでも言えるもので、都市の街

路をインテリア化させるのに役立ちそうで

ある。「BUS・ S丁 O PJは、都市景観にや

さしさをもたらし、「巨NTRANCE丁 0
SUE3WAYJは、同様のテーマ作品中では、

その造形性に惹かれた。

東京造形大学学長

豊 口  協

審査を通して

公共施設やその環境整備が、重要な社会

課題になり始めたのは、そう古い話ではな

い。

1970年 に開かれた大阪万国博会場を訪れ

た人たちは、多くの外国パビリオンを通し

て新しい時代の生活環境を目のあたりにし、

多くの感動を受けたことを想い出す。

公共施設をみんなの問題として考えてゆ

こうとする考えかたは、新しい日本の将来

をイメージする大きな力になった。

都市における交通機関。バス停のありか

たや、地下鉄の乗降口の問題点―一。

こみ箱や灰皿スタンドの配置やサービス

の方法 ――。
国際時代の訪れと共に、その整備と改善

は急務となった。

ストリーRアート、美しい言葉である。

第 1回のコンテストに応募された作品を目

にしその真貪」な倉J作態度や考えかたに、審

査員としての責任の重さを感じる。

中でも、特に心をひかれたのは美しい力

―プを描いた“バスストップ"。 何気ない素

材の生かしかたが快い空間を演出している。

夜と昼と、その24時間の流れを光ととも

に“都市における木"に託した作品も、見る

人の心を引きつける。

子供と生活、楽しさと変化を与えた “メ

ロディ手摺"は、作者のやさしい心がメッ

セージとして間こえてくる。

ストリートアートのデザインコンセプト、

それは、人を愛じ街を愛する心からスター

トする。やがて訪れる高齢化社会。より安

全な快適な生活環境を倉」りあげるためにも、

このコンテストの意義は大きい。

人工的な造形物が、より人間的な表情を

持つとすれば、それはデザインする人間の

心のやさしさと思想の深さを意味する。第

2回への期待は大きい。

建築家

柳 澤 孝 彦

審査を終えて

この度のコンテストに 279点 と多くの作

品が寄せられたことは、現代の都市環境に

対する身近な関心の高さの現われであろう。

上位入賞作品はいずれもレベルの高いもの

で、手近なところからの提案を通して、現

代都市への強いコミットメントを読み取る

ことのできるものばかりであつた。

最優秀賞 (Nol1 9):座るために構えている

椅子の概念を、自由な可変性でつくり変

えてしまう発想が抜群。長く屈曲したア

ームが、この椅子の浮遊性を表現してユ

ニークである。ジーン・ジェイコブスが

言う「都市の生活にシナリオはないJ人

々の気儘さのための椅子。色々な角度で

並ぶアームの造形には、都市的なリズム

があつて美しい。

優秀賞 (No97):見 知らぬ人々の往来を、あ

たかも舞台の一シーンのことく切り取つ

てみせる瞬間の、駒落しのような連続に、

都市の新しい風景を立ち上がらせて見事

である。洗練された感性のなせる業。

優秀賞 (Nol1 8):幼 い頃の道草の原風景を、

現代につくりだそうとするやさしさがあ

り音を持ち込んだところに夢がある。

準優秀賞 (No59):都 市の中に本陰のよう

な柔らかい空間を創りだそうとする意図

には都市環境への深い思いやりを感する。

確かな構成力で寛容な空間を作りだして

秀逸。この作者は佳作にも一点入つてい

て、それぞれ、力の流れを巧みにデザイ

ンした構成力には高いものf」 ある。

準優秀賞 (No33):橋 のllll干 をベンチとし

てデザインした発想に注目。金属パイプ

の繊細でシヤープな構成が現代的な感覚

を響かせている。横材の構造的安定性に

は、多少の不安が残る。

準優秀賞 (ND132):構 成要素を直角二等辺

三角形のユニツトに限定して、デザイン

に統制をつくりだそうとする意図は、現

代の都市に向けたコミツトメントである。

準優秀賞 (No274):メ タルという素材の持

つ特性を巧みに造形している。軽やかな

力学的緊張感が空間を響かせている。

準優秀賞 (No254):街 路灯そのもののデザ

インに終わらすに、緑の街路樹を主役に

した都市景観に着目しているところに大

きな意味を持つ。
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準優秀賞 (No242):敢 えて機能を表現しな

いかのような彫刻的表情が魅力的である。

その裏にひそかに仕込まれた地下鉄の出

入国がある。

その他佳作10点 は、それぞれに特色ある

作品として選ばれたが、(No10)や (No53)な

どは、公園などの景観に充分順応し調和す

るといつた視座のフィルターを通じての提

案である。

菊川工業枷社長

宇津野 和俊

楽しい空間を創る

作品審査を終わって

第1回メタルワークのストリートアート・

デザインコンテストに寄せられた数多くの

作品の中で、他の素材ではなかなか表現で

きないメタルの特性を生かした優秀なデザ

インが上位に入選した。最優秀賞の加藤圭

介さんのPOINIEE― SKAT巨 日は、遊戯的

要素をもった動くベンチの着想が良く、設

置される場所や数によつて、また利用する

人によつて、さまざまに変化に富んだ表現

ができ、今までになかったユニークなベン

チで夢がある。優秀賞の上田啓行さんのス

トリートファニチャーは、二枚のバンチン

グメタルを用いて時間や季節によって変化

する太陽の光の角度や強さによって、また

夜の照明の当て方によって様々の表情を持

ったもので、バンチングメタルによるモア

レ現象の効果とともに、ある時間には突然

絵画が浮かび出て、見る方向によってそれ

ぞれが違つてみえるもので、メタルの彫亥」

モニュメント的要素を持つと同時にベンチ

や電話台を備えた複合的なストリートファ

ニチャーであり、これが置かれた環境は時

間とともに変化する大変楽しい空間が出現

すると思われる。

同じく優秀賞の金田 透さんの「メロデ
ィT手すり」は見るからに夢のある作品で

子供たちが走りなから遊んでいる歓声が聞

こえてくるようである。メロディーが出る

橋の欄干は既に施工されているが、この案

の良いところは可動式の重なりによってそ

れぞれメロディーが変えられるように工夫

されており、その場所で遊ぶ子供たちが自

由に新しいメロディーをつくり出す可能性

を秘めている。シンプルなデザインである

がなんとなく微笑ましい。準優秀賞の清水

泰博さんの URBAN SH巨 L丁巨日「街路
樹Jは、大きなアールのついたバンチング

メタルの傘の下に腰掛けられるサポーター

があり、メタルによって自然の樹の特徴を

上手にデザインlLしたもので、人々がこの

メタルの街路樹の下に集まり語り合い、一

時を憩う空間が出来ると思われる。

審査経過

日本美術工芸協会が昭和63年 ll月 に法人

設立の許可を得て2年目、美しくゆとりあ

る環境の街づくりを提唱している中で、日

頃、声原会長が強調するストリート・ファ

ニチュアのデザイン見直しということに賛

意を示した菊川工業株式会社社長・宇津野

不□俊氏の提案により今回のデザイン・コン

テストの幕開きとなったものである。

1990年 (平成 2年 )5月 22日 の第 2回理事

会において「メタルワークのストリートア

ート&フ ァニチュアデザインコンテストJ

の企画を推進することとした。その際、担

当には調査研究委員会(池田武邦委員長)、

6名の審査員候補 (いずれも会員)、 実施期

間案等の方針を了承した。

理事会としては「美しくゆとりある環境

の街づくりを目指し、その一つとしての街

並み構成材を環境にふさわしい美しさと地

域の活性化に役立つためのデザインの提案

を広く求め、その優秀作品を以て環境の向

上に資し、コンテストによって新進デザイ

ナーを発llEしたい。具体的には、メタルワ

ーク (ガラス、プラスチックス、コンクリ

ート等との複合もよい)の造形美と未来の

役割を追求するもの。袖看板やサイン、屋

外の設備等ストリートアートBフ ァニチュ

アのデザインを求める。Jの考えであつた。

次の経過を追ってデザインコンテストを

実施した。

第 1回審査委員会
6月 6日因午後 6時よリホテル・オーク

ラにおいて行う。先ず、デザイン・コン

テストの実施方針を協議した結果、範囲

を限定し応募し易くするために、主題を

「メタルワークのストリートアートJと

した。

また、応募数の予測や応募しようとする

方とのコミュニケーションを図るための

応募の申込みという“登録"と “応募"(図

面の提出)の 2段階とし、かつ、質疑は

行わない。

その他スケジュール、賞金等を協議決定

した。

第2回審査委員会
6月 13日因午後 6時より協会会議室にて

行う。応募図面のつくり方、提出方法、

失格、著作権及び応募デザイン図の取り

扱いについて。また、デザインのプロ・

アマ共に多くの方からアイデアを得たい

ので、簡単な図面・スケッチを求めるの

みにした。作品の審査は部門別に行わな

いことも協議決定した。

◎第 1回のデザインコンテスト実施につい

ての広報を6月 26日 l lllに行い、関係誌紙

にて募集を開始した。

登録(応募の申込み)の締め切りは8月 31

日0、 768件の登録があつた。応募締め切

りの 9月 ll日側には 279点の図面を受付

けた。 9月 13日困には本審査に先立ち

279点 を有効応募図面とした。(登録者、

応募者についての分析をグラフにて示す)

第 3回審査 委員会
9月 17日帽)12時半より協会会議室及び健

築会館 5階会議室にて開催。第一次から

第五次選考を経て入選順位を決定した。
▲ 審査風景
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最優秀賞

鹸
麟

lln l]9

POND― SK∧ TER

加 藤 圭 介

このベンチは、休憩するだけでなく、遊具

的要素を取り入れながら、コミュニケーシ

ョンの場としてフレキシブルに対応出来る

ように計画した。

それぞれの椅子はアメンボの足のように滑

らかにスライドし、その基本コンポーネン

ツを場所、目的によつていくつか組合せて

利用する。よつて、設置された時の連続的

な美しさや、変形の面白さを表現した。横

―夕Jに設置しても、それぞれが前後に距離

をとるだけで様々なグ

ルービングが可能であ

り、座る向きも背中含

わせや向かい合つたり

と多様な場面を作りだ

せる。

そしてこのベンチは、

人々が立ち去つた後も

その世界を街に残しつ

つ、次の客人を待つの

である。

優秀賞

No 97

ストリートフアニチュアスクリーン

上 田 啓 行

1鰹

豊.■

No]18

メロデイー手摺

金 田  透

‐   1 11 j l LIlil :■

||1緞11
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準優秀賞

No 59

URBAN SHELTER街 路樹

清 水 泰 博

No 33

都市と川

―ストリートアートによる接点の演出―

柳  泰 彦

―ストリートアートによる接点の演出―

.｀
十1 騨やデ .

No132  ・
TRIANGLE COMPOSIT10N

宮 武 ― 弘

No242

ENTRANCE SUBヽ ″バr

西 山 満 規

彦

:|二 写 H顎

`褥
‐ .1ヽ

\qffi''-

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

b‐

墾 | L~

No254

街路灯

角  舘  政  英  (代表 )

澤 田 隆 一

No274

田 原 尚 直

1

一
顆

一・一
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入賞作品の試作に当つて

「ストリートアートデザインコンテストJ

の入賞作19作の内、何点かを試作するとい

う話がまとまつて、作者の意図、製作期間

等を考慮に入れて、試作する作品を選ぶと

いうのが最初の仕事でした。作者のデザイ

ンを充分理解した上で機能性や安全性等を

付加するために、作者の了解を得なから、

一部素材や形状を変更したものもあります。

最優秀賞・加藤さんの「POND―SKAT巨
日Jではアメンボの足の非常に徴妙なバラ

ンス、311きのスムーズさをだすのには大変

苦労しましたが、デザイン図にはないスプ

リングやゴムローラーを使用させて頂く事

により表現する事が出来ました。

優秀賞・上田さんの「スКリートフアニチ

ュア スクリーンJは図面上では意図がよく

わからない部分もあったので、上田さんと

打合せをしなからデザインイメージをより

忠実に具現化するため、バンチングの穴径

やその上に描く写真の構図等を決めました。

出来上った作品を「建築会館」での展示中

に見学して、上田さんの狙つていた効果、

面白さが良く理解出来ました。

準優秀賞・田原さんの「E3US S丁 O FD」 は

実際に街路に設置してみたい誘惑にかられ

る程楽しい作品でした。搬入上の問題で告

のスケールとなりましたが、説得力のある

力作だつたと思います。通常の仕事もこな

しながらの大変忙しい 1ケ月だつた半面、

若い人達のアイデイアに直接触れる事fJ出

来、非常に楽しく充実した日寺を持てたと思

います。最後にこの様なコンテストに参力□

させて頂くことで、住み良く楽しい街づく

りに少しでも役立てたらこれにまさる喜び

はありません。

菊川工業欄テクノプラザ担当者談
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法政大学工学部建築学科教授

陣 内 秀 信
〒 lB4′ Jヽ金丼市梶野町37P
l EI_04P38 5341

モスタールの都市風景

多様な文化が混在するユーゴスラヴィアは、

都市風景の変化を楽しむ旅にはもつてこい

の国である。西のアドリア海沿いには、ヴ

ェネツィアの影響の強い都市が点在するが、

内陸部へ入ると、かつてオスマン・トルコ

が支配したイスラム色の濃い都市風景を目

にできる。カトリック教会の鐘楼に代つて、

モスクの鉛筆のような形をしたミナレット

が、町の象徴としてそびえる。

この地域に、まさに絵に描いたように美

しい小都市、モスタールIJある。山並みを

バックとした木々の緑の魚羊かな深い渓谷に

は、ネレトヴァ川の豊かな水が流れる。青

緑の水の色かまた印象的だ。そのダイナミ

ックに広がる渓谷の両lElに、イスラム風の

都市造形を見せるモスタールの町が広がっ

ている。イスラム都市はどちらかといえば、

平坦地で見慣れているだけに、モスタール

は山あいの西欧都市をエキツチックにつく

りかえたような表情をしていて面白い。

変化にとんだ坂や階段上の道の両側に発

達したバザールを抜けると、16世紀にでき

たこの町最大のモスクに至る。そのミナレ

ットに昇ると、モスタールのパノラマが一

望のもとにDじめられる。絶景とは、まさに

このことだ。漢谷の水と緑が、白い石灰岩

でできた明るい家並と、目に眩いばかりの

鮮かなコントラストをなす。川を見下す崖

の上には、カラフルなパラソルを並べた力

フェテラスが設けられ、洒落た演出を見せ

る。

この漢谷をまたいで、実に美しい石のア

ーチ橋がかかつている。16世紀の半ば、 ト
ルコ人の建築家によつて見事にかけられた

ものだ。古代から受継がれたオスマン・ト

ルコのアーチの技術が遺憾なく発揮されて

いるのである。

イスラム都市には、他の民族、宗教の人

々が混ざつて居住することが多い。中心か

ら少しはすれた丘の斜面には、正教会の美

しい教会堂の塔が、モスクのミナレットに

はりあうかのようにそびえている。こんな

小都市でありながら、歴史の深さと文化の

多様性が、その風景の中に見事に表わされ

ているのだ。

-8-
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榊環 設計工房―級建築士事務所

鮎 川  透
〒815福岡市南区人橋PPl
TEL 092-561-6160

今、福岡は……

今福岡が注目されている …らしい。
いや、九州のミニ東京として一極集中の

波のなかにあるといつたほうがいいだろう。

大規模な開発計画が目自押しのなかで、

89年に市内の埋立地を使つて開催された

『アジア太平洋博覧会―福岡'39(よかトピ

ア)』を期に、本家―アジアヘの窓ローを宣

言するとともに、街が浮足だつてきたよう

に思われる。

そんな時期に博覧会の隣接地にて、シー

サイドももち住宅環境展が開催された。

マイケル・グレーブス氏、黒川紀章氏等

を始めとする内外の建築家を集めて、住宅・

商業施設の建築群を建設し、期間中に一般

公開したのちに分譲するというものであつ

た。

その片隅で私は、九州の住宅として一棟

担当し、それは和洋混在で木とコンクリー

トの混構造の戸建住宅とした。

そして昨年、ホテルFイル・パラッツォ』

が、アルドロッシ氏設計で竣工し話題をさ

らつたことは記憶に新しい。

さらに現在、地元デベロッパーが磯崎新

氏をプロデューサーに起用し、ステイーヴ

ン・ホール氏、石山修武氏等、磯崎氏も含

めた9人の内外の建築家を集めて、『ネクサ

スワールド香椎Jと いう集合住宅群の建設
IJ進められている。

それらに共通して言えることは、当然の

こと?ながら、既存市街地の中に忽然と舞

いおりてきたスペースシップの如く、風景

の中では周囲と強く対じした感はある。

しかし、本来都市というのは、様々なも

のが混じりあつて構成されるもので、その

雑多さが都市の魅力であり、出来てしまえ

ば都市の一部となつてしまうという事実を

ふまえねばならない。

そういう意味において、それらがいい意

味でのカオスヘの一里塚となるべきであり、

そのためには、それにつなかる今後の都市

活動に携わるものすべてが、都市の魅力と

は  と自問しつつ日々の活動を行うこと
を肝に銘じたい。
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1991年・茨城 :水戸 シンポジウム

開催日:1991年 4月 12日 lal
一連のスケジユールとして

①見学会(水戸芸術館)4月 12日 lel午前10時
半に」R水戸駅前集合、貸し切リバスに
て水戸芸術館及び市内見学。(シンポジウ

ムに間に合うよう終了する)

0シンポジウム 4月 12日 0午後20寺～午後
5時半

l 記念講演 午後2日寺～午後2時 50分
演題 :「文化の時代とこれからの日本J
講師 :文化庁長官 サ|1村恒明
2 シンポジウム 午後3日寺～午後5時半

(質疑応答時間を含む)
会場 :常陽藝文センター (0310
水戸市三の丸卜513)
電話 02923卜 6611冊

主題 :「地域における環境・街なみ
一ポスト水戸市制百年一」

司会 近江栄氏(協会理事・日本大学
教授)

パネラー

佐川―信氏(水戸市長)
磯崎 新氏(建築家)
後藤TE彦氏(常盤大学教授)

蓑原 敬氏(都市プランナー)
内丼昭蔵氏(建築家)
岩田糸子氏(ガラスエ芸家)

3 交流会 午後5日寺半より約18寺間、会
場周辺の適当な場所を確保
して行う。

③懇親ゴルフ会 4月 13日 lll参加者は12日
の夜、宿泊施設に集合。

後援(依頼予定):文化庁・茨城県・水戸市
茨城新聞社・A」・JIA
の下部機構・県建築士会

県事務所協会

O平成2年度海外芸術家招へい研修状況

文化庁による標記研修員制度第 1回 (適

用13名 )で当協会申請のMs Paua G
Schuman∩ (アメリカ,画家。版画・壁画)
は1990年 12月 ‖日来日、画家・絹谷幸二氏

(協会理事、東芸大助教授)並びに画家・高

部多恵子氏(協会広報委員)の指導を受けて

1991年 3月 31日 まで滞日する。研修テーマ

は「日本の異なる環境にある人物画・日本

人、そして建築と美術。工芸の関わりJで

ある。

▲大塚オーミ陶業蜘信楽工場でのポーラ シユーマンさん

高部多恵子さん

O1991a a_ca作品写真展のお知らせ

協会会員(正会員並びに法人会員)が日常

業務の中で取り組んでいる、美しくゆとり

ある環境づくりの一端を写真等にまとめ、

世に紹介すると共に会員同士の親睦を高め

る一つの場にしたい。次のような要項で行

つ。

会期 :1991年 3月 22日 l■l～ 4月 15日帽)

場所 :東京ガスllll銀座ポケットパーク館

2階 (東京都中央区銀座7915)

Oデザインコンテストの作品公開展 +
オープニングワインパーティー

東京ガス欄新宿ショールームでの公開展

は、12月 4日伏)～ 12月 20日困として実施。

12月 4日侠)午後6時半から30余名の参加で

オープニングパーティーを行つた。芦原会

長の挨拶後、最優秀賞の加藤圭介氏、準優

秀賞の宮武―弘氏らの軽妙な挨拶、そして

応募者で選外となった方の特別発言「今回

は駄目だつたが、ユニークなコンテストな

ので次回もチャレンジする。第2回は必ず

あるのでしよう。またそうして欲しい」の

言葉が印象的。

このことに対し、会長から「何とか第2

回と言わずに毎年実施するよう努力したい。

期待していて下さいJといつた全額回答の

ような発言もあつた。ついでに「次回は本

と石とメタルのストリートアートJかと言

つた話も。パーティーは大層和やかに、そ

して大変に盛り上がった。これも東京ガス

腕新宿ショールーム館のフランスワインと

フランス人シェフの手になる本場フランス

料理(芦原会長も絶賛)の素晴らしい味も力口

勢したよう。

発行 :撲異日本建築美術工芸協会

Phone 03-3457-7998

F8x   03-3457-1598

〒108  東京都港区芝52620

建築会館6F

振替 :東京 1365085

編集 :(社 )日本建築美術工芸協会広報委員会

柳li孝彦(委員長)、 宇津野和俊(副委員長)

大多了介、小玉 功、崎山小夜子

高部多恵子、玉見 満、土屋 厳

製作lFb力 :帥SP建材エージエンシー

▲声原会長の挨拶 (写真奥が展示場 )
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創造の「■と「感性」で
メタンワークの新しい可能性を追求する

産業界のあらゆる側I`iで、コンピユータをはじめとするハード&ソフトのハ

イテク化が進む ^方 C人の111生や感111といったよリヒューマンなぬくもり
が求めら41‐c~いる現 41、型、ども菊川 11業は、建築部 lniにおけるメタルエ

ンジギ リングの理想をII指し、職人の Fズ ,ざを継水しつつ、現代技術

との融合を1叉|っています。そのひとつが職 人の卓越した技術をシステマテ

インクに統合した大規模なリタル I:房J ここからは、単なる金属加工

物でなtヽ、町11業と芸術の接点Jあるに1ま、「機能と丁f能との交点Jとも言う

べき文化的価 111を秘めた伯:11「Iが 11ま 4てくるものと大きな期待を集めて

tヽます。金属のよ

'つ

H∫能性を最大限に引き|11し、創造的な感
′
H:と技術

で建築界に更なるエボックを作りだそうとしております。

《 KIKUKAWA
菊川工業株式会社

本     社 0東 京 都 墨 田 区 菊 川 2 13 10

第 1  2部 ●千葉県印播郡自井町白井工業団地 7

菊川金属工業嫌 。千葉県印旗郡白井町白井工業団地 7

キクカワM&E神 ●大阪市西区北堀江 2 9 20102

テク/・ プラサ ●千葉県印椿郡 白井町自井工業団地 7

て,03 3634 3231

で,0474 92 0141

て,0474 92 1141

贅, 06 535 4381

で,0474 92 0141

〒!30

〒27014

〒27014

〒550

〒27014

計口市立自由民権記念館

材質・ブロンズキヤスト仕上・古美仕上

高 知 市
株式会社  日建設計
帥鴻池組。新進建設工事共同企業体

一色 邦彦

レリーフ仕様

建 設 地
設 計 監 理

施   工
レリーフ作家

21世紀へ豊かさを深める  とうきゅうクループ

Bunkamura
TOKYO SH18UYA

〒 50東京都渋谷区渋谷 116 4
渋谷地下鉄ビル TEL 03(3406)511
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人
の
い
き
い
き
、

搬
蹴
蘇鶴
腱

崚褥
璃
ヽ
岬

の
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ょ
ンづ
　
大

く
り
を
は
じ
め
、
幅
広
い
領
域
を

活
性
化
し
、
そ
こ
に
生
き
る
人
び

と
が
は
つ
ら
つ
と
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
が
テ
ー

マ
で
す
。

自
然
と
人
間
が
心
地
よ
く
共
存
す

る
た
め
の
確
か
な
技
術
と
柔
軟
な

発
想
で
、
２‐
世
紀
の
地
球
環
境
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ
Ｅ
Ｉ
。

今
日
も
街
に
、
人
に
、
い
き
い
き
と

し
た
風
を
お
く
り
続
け
て
い
ま
す
。
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社
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東
京
都
新
宿
区
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新
宿
１
‐２５
‐‐

創
造
し
た
唸

轟
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